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五
代
塾
顧
間

曾
野
豪
夫

大
阪
株
式
取
引
所
は
、
承

応
元
年

（
一
六
五
三
）
四
代

将
軍
家
綱
の
時
代
か
ら
始
ま

っ
た
米

（
こ
め
）
取
引
市
場

を
起
源
と
し
て
い
る
。
幕
末

維
新
期
の
混
乱
期
を
経
て
明

治
六
年
、
日
本
最
初
の
株
式

会
社
と
し
て
国
立
第

一
銀
行

が
創
立
さ
れ
、
ま
た
堂
島
米

商
会
所
の
設
立
に
至
る
概
略

は
弊
紙
第
四
号
に
て
紹
介
し

た
。幕
末
期
に
伊
藤
博
文
、
五

代
友
厚
、
渋
沢
栄

一
そ
の
他

多
く
の
幕
閣
或
い
は
諸
藩
の

有
能
な
人
士
が
欧
米
諸
国
を

訪
問
し
て
先
進
思
想
や
技
術

を
見
分
し
、
学
ん
で
帰
国
し

た
。
金
融
シ
ス
テ
ム
も
そ
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
時
代
が
急

変
し
て
明
治
の
御
代
に
入
っ

た
。
個
人
営
業
で
は
各
種
事

業
を
欧
米
の
如
く
拡
大
で
き

な
い
の
で

「合
力
」
つ
ま
り

株
式
会
社
化
の
必
要
性
が
奨

励
さ
れ
た
。

明
治
七
年

「株
式
取
引
条
例
」
が
発
布
さ
れ
、
東
京

と
大
阪
に
取
引
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し

一
般
的
に
は
ま
だ
ま
だ
個
人
事
業
主
や
個
人

出
資
者
に
よ
る
「商
社
合
力
」
即
ち
株
式
会
社
の
設
立

は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
五
代

ら
有
志
は
意
見
書
を
付
し
て
実
施
の
延
期
を
政
府
に

提
言
し
た
。
十

一
年
新
た
に

「株
式
取
引
所
条
例
」
が

発
布
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
大
阪
で
は
五
代
が
中
心

と
な
っ
て
大
阪
株
式
取
引
所
を
八
月
十
五
日
に
花
火

を
盛
大
に
打
ち
あ
げ
て
開
業
し
た
。
発
行
株
式
数
は

計
二
、
○
○
○
株
。
一
株
の
額
面
は

一
〇
〇
円
、
現
在

の
価
値
に
換
算
す
る
と
約

一
〇
〇
万
円
と
な
り
、
資

本
金
額
は
二
十
億
円
と
い
う
壮
大
な
計
画
だ
っ
た
。

株
主
総
数
は

一
三
〇
人
、
筆
頭
株
主
は
五
代
で
、

三
〇
株
以
上
の
株
主

一
六
人
は
別
掲
の
通
り
で
あ
る
。

一
三
番
目
四
〇
株

（現
在
の
価
値
で
約
四
、
○
○
○
万

円
）
出
資
者
永
見
米
吉
郎
は
私
の
外
曾
祖
父
で
、
西
村

庸
四
郎

（三
井
銀
行
支
配
人
）
と
広
瀬
宰
平

（住
友
吉

左
衛
門
代
人
）
の
二
人
に
挟
ま
れ
て
名
を
連
ね
て
い

る
。
頭
取
適
任
者
の
推
薦
を
五
代
は
渋
沢
に
依
頼
し

た
。
五
代
と
渋
沢
に
は
強
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
中
山
信
彬

（元
岩
倉
具
視
使
節

団
員
）
が
第

一
銀
行
取
締
役
を
辞
し
、
東
京
株
式
取
引

所
で
見
習
い
の
上
来
阪
し
た
。
株
式
五
〇
株
を
保
有

し
た
。
肝
煎

（今
で
い
う
専
務
理
事
）
に
は
五
代
の
長

崎
軍
団
の

一
人
、
私
の
外
曾
祖
父
永
見
が
就
任
し
た
。

長
崎
軍
団
と
は
だ
れ
が
言
い
出
し
た
か
は
知
ら
な
い

明治期後半に建てられた近代的な大阪株式取引所

大阪株式取引所創立株主名簿

筆頭は五代友厚、13番 目永見米吉郎

(護土当初)～九餃織式取夢1財創立株主人員数基愛覧%大
が
、
五
代
が
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
二
十
三
歳
の
時

に
長
崎
伝
習
所
に
習
学
の
た
め
滞
在
し
て
以
来
慶
応

三
年
ま
で
足
掛
け

一
〇
年
間
薩
摩
藩
士
と
し
て
長
崎

に
駐
在
し
た
期
間
に
知
古
を
得
、
維
新
後
大
阪
で
五

塾
妙
露
電
．

Ｊ
Ｌ

担
甕
震
電
鴨留

，塾
菫
璽
腎
．
Ｅ
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代
の
事

業
を
応

援
し
た

人
々
の

こ
と
を

一百
つヽ
。

（も

っ

と
も

一

〇
年
間
と
云
っ
て
も
上
海
、
欧
州
出
張
や
鹿
児
島
で

の
藩
勤
務
も
あ
っ
た
の
で
実
質
の
長
崎
滞
在
期
間
は

八
年
間
位
だ
っ
た
。
）
米
吉
郎
は
長
崎
で
代
々
唐
物
商

や
金
融
業
を
行
っ
て
い
た
永
見
商
店
主
博
三
郎
の
末

弟
で
、
五
代
よ
り
三
歳
年
下
だ
っ
た
。

慶
応
二
年
、
五
代
は
薩
摩
藩
御
小
納
戸
奉
行
と
な

り
会
計
係
と
し
て
藩
の
商
事
を
長
崎
の
地
で
掌
り
、

運
輸
の
事
業
に
も
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
米
吉
郎

は
藩
の
汽
船
開
運
丸
で
薩
摩
～
長
崎
～
大
坂
間
の
往

復
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
五
代
や
兄
博

三
郎
の
勧
め
も
あ
っ
て
同
年
大
坂
に
雄
飛
し
て
居
を

構
え
、
長
崎
と
も
連
絡
を
と
り
な
が
ら
銅
商
や
質
商

・

金
融
業
・清
朝
貿
易
な
ど
を
営
ん
だ
。
鹿
児
島
や
長
崎

で
薩
摩
藩
の
京
都
へ
の
派
兵
な
ど
の
兵
帖
業
務
を
担

当
し
て
い
た
五
代
は
、
慶
応
三
年
十
二
月
海
路
兵
庫

港
に
到
着
し
家
老
新
納
刑
部

（に
い
ろ

ぎ
ょ
う
ぶ
）

を
京
都
に
送
り
、
二
十
八
日
モ
ン
ブ
ラ
ン
伯
と
と
も

に
兵
庫
に
投
宿
し
た
。
時
あ
た
か
も
幕
府
崩
壊
の
最

中
で
あ
っ
た
。
翌
慶
応
四
年

一
月
二
日
鳥
羽
伏
見
の

戦
い
ｏ成
辰
戦
争
が
始
ま
り
九
日
大
坂
城
炎
上
。
十

一

日
神
戸
事
件
、
二
月
堺
港
事
件
と
京
で
の
パ
ー
ク
ス

英
国
公
使
襲
撃
事
件
な
ど
を
五
代
は
明
治
新
政
府
の

徴
士
参
与
職
外
国
事
務
掛
と
し
て
欧
米
の
総
領
事
と

談
判
し
て
解
決
に
努
め
た
。
九
月
江
戸
は
東
京
と
改

称
さ
れ
、
元
号
は
明
治
と
改
め
ら
れ
た
。
十

一
月
明
治

天
皇
は
あ
わ
た
だ
し
く
江
戸
に
到
着
さ
れ
、
宮
城
と

呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
旧
江
戸
城
に
入
ら
れ
た
。

（敗
戦
後
は
皇
居
と
改
称
さ
れ
た
）

維
新
後
十
年
の
歳
月
を
経
て
明
治
十

一
年
三
月
東

京
商
法
会
議
所
初
代
会
頭
に
渋
沢
が
選
ば
れ
、
八
月

大
阪
株
式
取
引
所
が
開
業
、
九
月
大
阪
商
法
会
議
所

第

一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
て
五
代
が
初
代
会
頭
に
就

任
し
た
。

「西
の
五
代
友
厚
、
東
の
渋
沢
栄

一
」
と
並

び
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
戦
後
東
京
大
学
の

土
屋
喬
雄
名
誉
教
授
が
昭
和
三
十
九
年

『
日
本
資
本

主
義
の
経
営
史
的
研
究
』
の
中
で
記
述
さ
れ
た
の
が

晴
矢
で
は
な
い
か
と
思
う
。
取
引
所
開
業
当
初
数
年

間
は
西
南
の
役
後
の
イ
ン
フ
レ
期
で
も
あ
り
、
ま
た

合
力
商
社

（株
式
会
社
）
の
存
在
自
体
も
少
な
か
っ
た

の
で
取
引
所
の
取
引
は
低
調
だ
っ
た
。
五
代
が
関
係

し
た
主
要
産
業
の
設
立
は
十
三
年
東
京
馬
車
鉄
道

（資
本
金
三
十
万
円
）
、
十
四
年
大
阪
製
銅
会
社

（
二

十
万
円
）
、
関
西
貿
易
社

（
一
〇
〇
万
円
、
一
六
年
解

散
）
、
十
五
年
大
阪
紡
績
（
二
十
五
万
円
、
社
長
渋
沢
、

の
ち
東
洋
紡
績
）
、
神
戸
桟
橋

（十
五
万
円
）
、
十
七

年
大
阪
商
船

（
一
五
〇
万
円
、
実
際
に
は

一
二
〇
万

円
）
、
阪
堺
鉄
道

（
二
十
五
万
円
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

明
治
十
八
年
、
五
代
が
満
四
十
九
で
没
し
た
翌
年
か

ら
日
本
の
産
業
は
よ
う
や
く
発
展
期
に
入
り
株
式
市

場
も
上
昇
に
向
か
っ
た
。

大
阪
株
式
取
引
所
は
現
代
の
急
速
な
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
の
波
に
抗
し
き
れ
ず
、
設
立
さ
れ
て

一
三
五

年
目
の
平
成
二
十
五
年
（
二
〇

一
三
）

株
式
の
現
物

市
場
を
東
京
証
券
取
引
所
に
統
合
し
、
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ

（金
融
派
生
商
品
）
特
化
型
の
取
引
所
と
な
り
、
翌

年
大
阪
取
引
所
と
名
称
が
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
令
和

三
年

東
京
商
品
取
引
所
の
貴
金
属
市
場

（金
現
物
は

除
く
）
、
ゴ
ム
市
場
及
び
農
産
物

・
砂
糖
市
場
の
各
商

品
が
東
京
か
ら
大
阪
取
引
所
に
移
管
さ
れ
て
今
日
に

い
た
っ
て
い
る
。
取
引
所
前
の
五
代
友
厚
像
は
今
も

大
阪
取
引
所
の
行
く
末
を
見
守
っ
て
い
る
。

参
考
資
料

。
大
阪
取
引
所

。
宮
本
又
次

『
五
代
友
厚
伝
』
有
斐
閣

ｏ
八
木
孝
昌

『新

・
五
代
友
厚
伝
』
「〓
「
研
究
所

・
『兼
松
六
〇
年
の
歩
み
』
兼
松
株
式
会
社

・
永
見
克
也

「永
見
家

（永
見
徳
太
郎
ら
）
と
五
代

友
厚
と
の
関
係
」

『船
場
紀
要
』
第
七
号

会
五
代
委
員
会
委
員
の
筆
者
の
と
こ
ろ
に
も
転
送
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

抗
議
文
の
内
容

今
回
、
同
窓
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
お
う
と

し
て
い
る
文
科
省
へ
の
請
願

（教
科
書
会
社
ヘ

の
記
述
変
更
指
導
）
は
、
大
学
構
成
員
か
つ
同

窓
生
で
あ
り
、
歴
史
学
研
究
に
携
わ
る
者
と
し

て
は
、
強
い
憤
り
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。

歴
史
は
、
た
と
え

「イ
エ
ス
」
を
示
す
文
献

史
料
が
発
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が

「イ

エ
ス
」
な
の
か

「ノ
ー
」
な
の
か
、
果
た
し
て

ど
ち
ら
で
も
な
い
の
か
、
に
つ
い
て
は
多
角
的

か
つ
慎
重
な
検
証
と
研
究
蓄
積
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
史
料
も
人
間
が
作
成
す
る
も
の
で
あ
る

限
り
、
真
実
を
記
す
と
は
限
ら
な
い

（た
と
え

そ
の
時
々
の
公
文
書
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
。

五
代
が
関
与
し
て
い
な
い
と
い
う
説
が
出
さ

れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
広
く
研
究
者
間
で

共
有
の
う
え
吟
味
し
、
闊
達
な
議
論
の
俎
上
に

乗
せ
、
時
間
を
か
け
て
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

学
問
の
進
歩
は
そ
う
い
う
地
味
か
つ
地
道
な
活

動
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る

（と
り
わ
け
歴
史

学
は
そ
う
で
あ
ろ
う
）
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
な
い
ま
ま
に
、
拙
速
に

変
更
を
求
め
る

（し
か
も
文
科
省
へ
の
請
願
と

い
う
形
で
）
こ
と
は
、
最
高
学
府
の
同
窓
会
が
取

る
べ
き
対
応
で
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
＾

大
学
が
最
も
尊
重
す
べ
き

「学
問
の
自
由
」
「表

現
の
自
由
」
さ
え
脅
か
し
か
ね
な
い
。

強
い
抗
議
の
意
と
と
も
に
、
今
回
の
措
置
の

即
時
の
撤
回
を
求
め
た
い
。

一
読
、
愕
然
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
見
解
で
す
。
時
の

政
府
が
開
拓
使
官
有
物
を
開
拓
使
幹
部
の
設
立
す
る

民
間
会
社
に
払
い
下
げ
る
決
定
し
た
政
府
文
書
が
存

在
し
て
も
、
「史
料
も
人
間
が
作
成
す
る
も
の
で
あ
る

限
り
、
真
実
を
記
す
と
は
限
ら
な
い

（た
と
え
そ
の

時
々
の
公
文
書
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
」
と
主
張
し
て
、

永見米吉郎・明治 16年

〕『８
ヨ
五
代
塾
顧
間
　
八
木
孝
昌

諸
高
校
日
本
史
教
科
書
が
明
治
十
四
年
の
開
拓
使

官
有
物
払
い
下
げ
事
件
に
つ
い
て
、
「政
商
五
代
友
厚

は
開
拓
長
官
黒
田
清
隆
と
結
託
し
て
、
破
格
の
安
値

で
官
有
物
の
払
い
下
げ
を
受
け
よ
う
と
し
た
」
と
い

う
趣
旨
の
記
述
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「五
代
友
厚
官
有
物
払
い
下
げ
説
見
直
し
を
求
め
る

会
」
（代
表
大
阪
市
大
同
窓
会
五
代
委
員
会
児
玉
隆
夫

委
員
長
）
は
、
文
部
科
学
省
に

「高
校
日
本
史
教
科
書

の
五
代
に
つ
い
て
の
誤
記
述
の
修
正
を
各
教
科
書
会

社
に
指
導
さ
れ
る
こ
と
」
を
要
望
す
る
文
書
へ
の
賛

同
署
名
活
動
を
行
い
ま
し
た

（本
紙
第
五
号
参
照
）
。

本
紙
の
読
者
に
も
署
名
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
の
で
、
こ
の
件
を
ご
存
じ
の
方
々
は
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
対
し
て
、
本
年
二
月
、
同
窓
会
に
抗
議

文
が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
し
た
。
そ
の
メ
ー
ル
は
同
窓

2
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問
題
を
超
懐
疑
主
義
の
中
に
投
げ
込
み
、
五
代
無
実

の
主
張
を
無
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
論
法

を
使
え
ば
、
歴
史
教
科
書
は
記
述
不
能
で
す
。
ど
の
よ

う
な
明
々
白
々
の
資
料
が
あ
っ
て
も
、　
一
か
ら
疑
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
た
と
え
ば
徳
川

幕
府
初
代
将
軍
が
家
康
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い

て
も
調
べ
直
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
「歴
史
学
研

究
に
携
わ
る
者
」
か
ら
こ
う
い
う
見
解
が
出
さ
れ
る

こ
と
に
暗
浩
た
る
気
持
ち
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

の
よ
う
な
見
解
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は

「素
人
」
で
す
か
ら
、
専
門
家
の
意
見

を
最
大
限
に
尊
重
し
て
お
聞
き
す
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
通
説
側
が
よ
っ
て
立
っ
て
き
た
資
料
そ

の
も
の
が
同
じ
よ
う
に
疑
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
五
代
の
潔
自
説
を
取

り
下
げ
ろ
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
五
代
悪
者
説

も
い
っ
た
ん
取
り
下
げ
る
の
が
正
常
な
感
覚
で

し
よ
う
ね
。

「伺
」
の
右
上
に

「定
則
等
」
の
文
字
が
あ
る
。
左
の

赤
字
は
当

「伺
」
が
政
府
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
事
務
局
の
注
記
。
）

第
５
回
セ
ミ
ナ
ー

Ｒ
翡
趙
穆
聰
ポ
膨
瘍
颯
瘍
馘
聰

案
内
人

】
川
口
建

日
時

】
肥
年
４
月
３０
日

（土
）
１０
時
～
１３
時

場
所

】
御
堂
筋

・
四
ツ
橋
筋

・
堂
島
浜
辺
り

大
阪
通
商
会
社

・
為
替
会
社
跡
↓
適
塾

（緒
方

洪
庵
在
自宅
及
塾
）
↓
銅
座
の
跡
↓
大
阪
市
立
愛

珠
幼
稚
園
園
舎
↓
大
阪
商
法
会
議
所
跡
↓
御
霊

神
社
↓
北
御
堂

（浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺

津
村
別
院
）
北
御
堂
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入
場
見
学

↓
五
代
友
厚
旧
自
邸

（現
大
阪
科
学
技
術
館
）

〈碑
無
し
〉
↓
薩
摩
藩
中
屋
敷
跡
↓
薩
摩
藩
蔵
屋

敷
跡

（上
屋
敷
）
↓
長
州
萩
藩
蔵
屋
敷
跡
↓
大

阪
製
銅
会
社
創
業
の
地

〈碑
無
し
〉
↓
福
沢
諭
吉

誕
生
地
↓
蛸
の
松
碑
↓
五
代
友
厚
精
藍
所

・
西

朝
陽
館
跡
↓
大
阪
市
役
所
堂
島
庁
舎
跡
碑
↓
堂

島
米
市
場
の
跡
↓
五
代
友
厚
最
後
の
自
邸

。
弘

成
館

（現
日
本
銀
行
大
阪
支
店
）

〈碑
無
し
〉

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
中
晴
天
に
恵
ま
れ
、
大

阪
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
中
之
島
の
大
阪
市
中
央

公
会
堂
前
に
総
勢
２０
名
が
集
合
し
ス
タ
ー
ト
し
た
。

最
初
に
公
会
堂
の
お
話
か
ら
始
め
ま
す
が
、
大
正
元

年

（
‐９１２
）
に
建
設
が
決
定
、
大
正
７
年

（
‐９１８
）
１１
月

に
完
成
し
て
い
る
。
建
設
資
金
は
株
式
仲
買
人
で
あ

る

一
般
市
民
の

「岩
本
栄
之
助
」
が
大
阪
市
に
‐００
万

円
を
寄
付
、
米
国
の
富
豪
の
多
く
が
慈
善
事
業
や
公

共
事
業
に
投
じ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、
大
阪

の
地
に
ど
こ
に
も
負
け
な
い
ホ
ー
ル
を
建
設
し
た
い

と
の
志
を
持
ち
決
意
し
た
。
そ
の
後
岩
本
自
身
は
再

び
株
仲
間
の
世
界
に
身
を
投
じ
た
が
、
第

一
次
世
界

大
戦
の
影
響
を
受
け
莫
大
な
損
失
を
出
し
、
原
因
は

定
か
で
は
な
い
が
自
宅
で
ピ
ス
ト
ル
自
殺

（享
年
３９

歳
）
し
公
会
堂
の
完
成
を
見
ず
に
こ
の
道
を
選
ん
だ

と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

中
央
公
会
堂
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
地
に

豊
臣
秀
吉

・
秀
頼

ｏ
秀
長
を
祀
る
豊
國
神
社

（ほ
う
こ

く
じ
ん
じ
ゃ
）
が
建
っ
て
い
た
。
豊
國
神
社
は
先
の
中

央
公
会
堂
建
設
の
た
め
現
在
の
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館

（明
治
３７
開

館
）
の
西
隣

（現

大
阪
市
庁
舎
）
ヘ

大
正

１０
年

５
月

に
遷
座
し
、
さ
ら

に
昭
和

３６
年

１

月
に
大
阪
城
域
内

に
遷
座
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

も
う

一
つ
説

明
を
付
け
加
え
る

と
、
中
央
公
会
堂

の
前
方

（現
大
阪

市
東
洋
陶
磁
美
術

館
）
に
は

「自
由

亭
ホ
テ
ル
」
が
存
在
し
た
。
明
治
初
期
に
流
行
し
た
コ

□
ニ
ア
ル
様
式
の
建
物
で
、
特
に
外
国
人
向
け
の
西

洋
料
理
兼
ホ
テ
ル
で
し
た
。
起
源
は
幕
末
に
長
崎
に

て
「草
野
丈
吉
」
が
開
業
し
た
日
本
初
の
西
洋
料
理
店

と
さ
れ
、
明
治
元
年

（
‐８６８
）
に
大
阪
の
川
口
居
留
地

の
近
く
に

「自
由
亭
ホ
テ
ル
」
西
洋
料
理
兼
ホ
テ
ル
を

開
業

（長
崎
で
懇
意
に
し
て
い
た
五
代
友
厚
や
後
藤

象
二
郎
の
誘
い
が
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
、

明
治
１４
年
に
そ
の
支
店
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
こ
の

様
に
大
変
興
味
深
い
歴
史
が
あ
る
。

次
に
興
味
深
か

っ
た

の
は
大
阪
商
法
会
議
所
跡

碑
を
経
由
し
、
北
御
堂
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
入
場
見
学
で

す

（無
料
）
。
大
阪
商
法

会

議

所

は
明
治

１１

年

歴
史
学
に
見
ら
梶
鶴
党
添
性

歴
史
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
に
つ
い
て
、
政
治
的

立
場
に
よ
っ
て
相
違
が
生
じ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
経

験
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
歴
史
理
解
に
そ
の
よ
う

な
党
派
的
立
場
を
持
ち
込
む
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
党
派
的
見
解
は
自
派
の
考

え
を
絶
対
化
し
、
他
派
の
考
え
を
全
否
定
す
る
傾
向

が
あ
る
か
ら
で
す
。
党
派
的
思
考
は
理
性
を
殺
し
ま

す
。
私
見
で
す
が
、
開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
で

「政
商
五
代
の
関
与
」
説
を
と
る
歴
史
研
究
者
に
は

「薩
長
悪
玉
・自
由
民
権
運
動
善
玉
」
と
す
る
党
派
的

発
想
が
根
底
に
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
五
代
無
実
の
客
観
的
資
料
が
ど
れ
だ
け
出
て
き

て
も

「政
商
五
代
関
与
説
」
は
ビ
ク
と
も
し
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
抗
議
文
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
が
党
派
的
見
解
で
な
く
て
何
で
し
ょ
う
か
。
典
型

的
な

「自
派
絶
対
化

・他
派
全
否
定
」
の
立
場
で
す
。

証
拠
資
料
を
示
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
五
代
無
実
説

に
は
、
抗
議
文
の
書
き
手
は
極
端
な
ハ
ー
ド
ル
を
設

定
し
て
退
け
よ
う
と
し
、
他
方
、
高
校
日
本
史
教
科
書

や
岩
波
歴
史
年
表
等
に
見
ら
れ
る
、
五
代
へ
の
官
有

物
払
い
下
げ
と
い
う
従
来
説
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を

論
証
す
る
証
拠
資
料
が
皆
無
で
、
明
治
十
四
年
七
月

二
十
六
日
付
の
「東
京
横
浜
毎
日
新
聞
」
の
誤
報
を
根

拠
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
非
論
理
性
に
素
知
ら
ぬ
フ
リ
を
し
て
い
ま
す
。

筆
者
が
懇
意
に
し
て
い
る
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教

授
の
Ｉ
先
生
に
抗
議
文
を
お
見
せ
し
た
と
こ
ろ
、
次

末
岡
照
啓
住
友
史
料
館
研
究
顧
間
の
新
著

こ
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
な
自
派
絶
対
化
が
長
年
に

わ
た
っ
て
五
代
に
濡
れ
衣
を
着
せ
て
き
ま
し
た
が
、

他
方
で
は
通
説
の
誤
り
を
正
す
そ
う
と
す
る
新
た
な

研
究
成
果
が
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
で
世
に
問
わ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
五
代
無
実
を
包
括
的
に
論
証

す
る
末
岡
照
啓
著

『
五
代
友
厚
と
北
海
道
開
拓
使
事

件
』
（ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
）
が
、
五
月
中
に
刊
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「見
直
し
を
求
め
る
会
」

は
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
教
科
書
会
社
へ
の
働
き

か
け
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【左
の
画
像
】

安
田
定
則
等
開
拓
使
幹
部
が
設
立
す
る
民
間
会
社

に
開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
を
決
定
し
た
政
府
文
書

の

一
部

（開
拓
長
官
黒
田
清
隆
の
三
条
太
政
大
臣
宛

集合場所 。大阪市中央公会堂前
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（
柵
）
に
設
立
し
、
第

一
回
総
会

（明
治
１１
年
９
月

２
日
）
が
西
本
願
寺
津
村
別
院

（北
御
堂
）
で
行
わ

れ
た
。
そ
の
記
録
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
の
年
譜
に
「別

院
に
て
、
大
阪
商
法
会
議
所
、
第

一
回
総
会
を
開
催
す

る
。
五
代
友
厚
が
初
代
会
頭
に
選
出
さ
れ
る
。
」
と
記

載
さ
れ

て
い
た
。

アぃ）

当
時
の

ョヽ
リ
　
総
会
会

纏
熱

場
は
写

北
写
聾
断
　
真
の
ご

榔
訥
　
と
く
壮

靱
　

大
な
敷

幕
　

地

ｏ
建

物
と
想

像
が
で
き
る
。
一
方
、
建
物
に
面
す
る
当
時
の
南
北
道

路

「筋
」
は
狭
い
よ
う
で
、
当
時
の
基
本
設
計
は
、
南

北
の

「筋
」
（
３
間

・
約
６

ｍ
）
、
東
西
の

「通
り
」

（
４
間

・
約
８

ｍ
）
と
狭
く
、
現
在
の
御
堂
筋
か
ら

は
想
像
も
つ
か
な
い
狭
い
道
路
で
し
た
。

商
法
会
議
所
第

一
回
総
会
を
映
画
『
天
外
者
』
で
主

演
の
三
浦
春
馬
さ
ん
が
自
麻
の
洋
装
で
蝶
ネ
ク
タ
イ

の
五
代
友
厚
を
演
じ
、
大
勢
の
会
議
所
会
員
を
前
に

演
説
を
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当

時
の
第

一
回
総
会
の
状
況
が
よ
く
理
解
で
き
た
。

残
念
な
場
所
は
、
現
大
阪
科
学
技
術
館

（五
代
友

厚
旧
自
邸
）
で
、
以
前
は
五
代
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設

置
さ
れ
、
展
示
物
と
し
て
取
壊
し
前
の
建
物
写
真
、
瓦

の
実
物
、
事
績
ｏ年
譜
な
ど
が
展
示
し
て
あ
っ
た
が
撤

去
さ
れ
て
い
た
。

五
代
が
民
に
下

り
実
業
家
の
時

代
の
全

て
と
い

っ
て
過
言
で
は

な
い
大
阪
再
生

の
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
是
非
復
活
、
あ

る
い
は
記
念
碑

ｏ
説
明
プ
レ
ー
ト
な
ど
の
設
置
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

次
に
薩
摩
藩

屋
敷

（中
、
上
）

跡
碑
を
見
学
し
、

土
佐
堀
川
、
堂
島

川
を
渡
り
五
代

友
厚
精
藍
所

・
西

朝
陽
館
跡
碑

ヘ

到
着
。
五
代
の
製

藍
事
業
は
鉱
山

事
業
に
匹
敵
す

る
大
事
業

で
且

つ
国
益
に
資
す

る
事
業

で
あ

っ

た
。
五
代
は
鉱
山

業
を
精
力
的
に
進
め
る
傍
ら
、
す
で
に
明
治

６
年

（
‐８７３
）
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
藍
精
製
法
の
導
入
に
着
手
、

翌
年
に
は
徳
島
郊
外
名
東
郡
田
宮
村
に
精
製
工
場
を

設
置
、
工
業
化
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
し
て
明

治
９
年

（
‐８７６
）
に
は

「特
許
願
」

「資
本
御
助
力
嘆

願
書
」
を
提
出
し
、
５０
万
円

（
３０
億
円
前
後
）
の
融

資
を
得
た
。
自
ら
も
保
有
財
産
の
大
半
を
つ
ぎ
込
み
、

こ
の
年
に
朝
陽
館
を
設
立
し
た
。
ま
た
１０
月
に
は
次

女
が
誕
生
し
藍
子
と
名

付
け
事
業
に
対
す
る
決

意

の
表
れ

で
も
あ

っ

た
。
更
に
１
年
後
に
は

明
治
天
皇
の
行
幸
を
受

け
近
代
化
の
先
駆
け
と

国
益
事
業
の
期
待
の
大

き
さ
が
う
か
が
え
る
。

然
し
な
が
ら
競
争
の
激

化
や
債
権
回
収
の
滞
り
が
多
額
と
な
り
設
立
か
ら
６

年
位
で
事
業
閉
鎖
に
至
っ
た
。
こ
の
事
業
の
意
義
は

近
代
化
へ
の
先
鞭
を
つ
け
た
五
代
の
功
績
は
大
き
い

と
評
価
す
る
べ
き
で
あ
る
。

朝
陽
館
は
明
治
１５
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
跡
地
利
用
を
辿
っ
て
み
る
と
、
以
外
？
に
も
五
代

が
志
し
た
施
設
や
公
共
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
明
治
１８
年
に
市
立
大
阪
商
業
学

校

（大
阪
商
業
講
習
所
を
改
む
）
、
明
治
２４
年
に
大

阪
商
業
会
議
所
、
大
正
元
年
に
大
阪
市
役
所
堂
島
堂

島
庁
舎
、
現
在
は
ｚコ

関
連
企
業

（電
信
事
業
は
五
代

が
官
史
時
代
に
外
国
資
本
参
入
を
拒
否
し
た
経
緯
が

あ
る
）
が
時
代
に
即
し
建
て
ら
れ
て
い
る
。

因
み
に
、
長
年
の
住
居
と
し
た
旧
五
代
邸
は
大
阪
科

学
技
術
館
へ
、
最
後
の
自
邸
は
日
本
銀
行
大
支
店
ヘ

と
な
っ
て
い
る
。

参
加
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
（川
口
建
）

獨
漑
靱
哩
鰈
麒
誦

２０２‐
年
１１
月
３０
日

（火
）
、
今
日
は
旅
行
最

終
日
で
日
置
市
の
小
松
帯
刀
の
お
墓
に
お

参
り
す
る
こ
と

を
計
画
し
た
。

小
松
は
肝
付

（き
も
つ

き
）
家
に
生
ま
れ
「肝
付
尚

五
郎
兼
才

（か
ね
と
し
）
」

と
い
い
ま
し
た
。
の
ち
に

小
松
家

の
養
子
と
な
り

（両
家
と
も
名
門
）
、
ま
た

小
松
家
当
主
清
猷

（き
よ

も
と
）
が
２９
歳
で
急
死
し

跡
継
ぎ
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
妹

。
近

（千
賀
）
の
夫

と
な
り

「小
松
尚
五
郎
」
「小
松
帯
刀
清
廉

（き
よ
か

ど
）
」
へ
と
名
を
改
め
た
。

小
松
は
若
く
し
て
国
父

（久
光
）
に
大
抜
櫂
を
さ

れ
薩
摩
藩
家
老
に
任
じ
ら
れ
薩
摩
藩
政
の
諸
難
題
を

解
決
し
、
ま
た
維
新
の
立
役
者
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
（事
績
紹
介
は
省
略
）

小
松
と
五
代
と
は
同
い
年
で
あ
り
盟
友
の
仲
で
し

た
。
小
松
は
３６
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
が
病
気
療

養
は
京
都
の
屋
敷
を
引
き
払
い
、
大
阪
の
薩
摩
掘

（大

阪
市
西
区
立
売
堀
）
の
借
宅
で
療
養
し
た
。
京
都
に
は

妾
琴
と
息
子
安
千
代
・娘
須
美
が
お
り
、
小
松
の
看
病

の
た
め
大
阪
に
来
て
い
た
。　
一
方
鹿
児
島
の
本
妻
近

と
の
間
に
は
子
が
い
た
が
幼
く
し
て
亡
く
し
た
た
め

町
田
家
か
ら
申
四
郎

（留
学
生
の

一
人
）
を
養
子
に
迎

え
て
い
た
。
の
ち
に
琴
の
息
子
・帯
刀
の
遺
子
安
千
代

を
養
子
に
し
た

（申
四
郎
は
町
田
家
に
戻
っ
た
）
。

明
治
３
年

（
‐８７０
）
７
月
１８
日
小
松
は
息
を
引
き

取
り
、
盛
大
な
神
式
の
葬
儀
が
行
わ
れ
大
阪
天
王
寺

村
の
夕
日
岡
に
そ
の
亡
骸
は
葬
ら
れ
た
。
琴
と
娘
須

美
は
五
代
が
自
邸
に
引
き
取
り
面
倒
を
見
た
。
そ
の

後
琴
も
明
治
７
年

（
‐８７４
）
８
月
、
２６
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
り
遺
骨
は
帯
刀
と
同
じ
夕
日
岡
に
葬
ら
れ
た
。

明
治
９
年

（
‐８７６
）
に
小
松
家
の
菩
提
寺
園
林
寺
跡
、

小
松
家
墓
所
に
改
葬
さ
れ
た
。
現
在
も
小
松
帯
刀
と

近
の
墓
が
並
ん
で
建
ち
、
そ
の
後
方
に
琴
の
墓
が
ひ

っ
そ
り
と
建
て
ら
れ
て
い
た
。

（
川

口
建

）

現大阪科学技術館

五代友厚精藍所 。西朝陽館跡碑

饒瘍診由鼈ン

五代友厚がみずからの生涯を振り返つて友人に述べた言葉とされる。

『余は生涯決して安逸愉楽を希望せず、且つ天下の資材は決して之を私す

べきものに非ず、能く集め、能<散じ、自らの利するも共に益してこそ初
めて意義あり、余はたとえ失敗して産を虚しくするも、国家国民を幸福な

らしむることを得ば、即ちもつて余が望みは足れり』 (五代龍作『五代友厚博』より)

今の日本のリーダーたちに叫ぶ五代さんの声がするように思う。 上記の言葉の中に
ぎ茫下靱心輔趙虫枡胃庭をはずベト飩聰鐘非ず 汽鰊≪飩蝙 余勒≪賤り、熊襦乙す雖な基

]屹Å鐘鰺瑯胃厄雹鑽儡ざ飩颯饉檸塵この崇高な考えに接した時に現在のリーダーと言

われる人々が、このような考えを心しているのだろうかと思う。あまりにも自利に傾き

すぎているのではと心配になる。上げた拳の下げる時期、場所を見失い人々を不幸に

陥れることがあつてはならない。間違つた時には訂正することは決して恥ずかしいこと

ではないと。何故人は素直になれないのか…・(川口由美子記 )
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